
１　高齢化の進展
我が国の総人口は，平成20年の１億2,808万人
を境に減少に転じ，令和５年10月１日現在，
１億2,435万人となった（総務省「人口推計」（確
定値））。
また，我が国では，急速に高齢化が進み，令和
５年10月1日現在の65歳以上の人口は3,623万人
となり，総人口に占める割合（高齢化率）は29.1％

となっている。
国立社会保障・人口問題研究所によれば，今後，

高齢化率は，総人口が減少する中で65歳以上の
人口が増加することにより引き続き上昇し，令和
19年には33.3％と国民の３人に１人が65歳以上
の者になり，25年以降は65歳以上の人口が減少
に転じても上昇を続け，52年には38.7％に達する
と推計されている（特集-第１図）。

特集 - 第１図 年齢層別人口と高齢化率の推移

資料：棒グラフと実線の高齢化率については，2020 年までは総務省「国勢調査」（2015 年及び 2020 年は不詳補完値による。），2023 年
は総務省「人口推計」（令和５年 10 月１日現在（確定値）），2025 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人
口（令和５年推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

注　１　

　　２　

　　３　

　　４　

2015 年及び 2020 年の年齢階級別人口は不詳補完値によるため，年齢不詳は存在しない。2023 年の年齢階級別人口は，総務
省統計局「令和２年国勢調査」（不詳補完値）の人口に基づいて算出されていることから，年齢不詳は存在しない。2025 年
以降の年齢階級別人口は，総務省統計局「令和２年国勢調査　参考表：不詳補完結果」による年齢不詳をあん分した人口に
基づいて算出されていることから，年齢不詳は存在しない。なお，1950 年～ 2010 年の高齢化率の算出には分母から年齢不
詳を除いている。ただし，1950 年及び 1955 年において割合を算出する際には，（注２）における沖縄県の一部の人口を不詳
には含めないものとする。
沖縄県の昭和 25 年 70 歳以上の外国人 136 人（男 55 人，女 81 人）及び昭和 30 年 70 歳以上 23,328 人（男 8,090 人，女
15,238 人）は 65 ～ 74 歳，75 歳以上の人口から除き，不詳に含めている。
将来人口推計とは，基準時点までに得られた人口学的データに基づき，それまでの傾向，趨勢を将来に向けて投影するもの
である。基準時点以降の構造的な変化等により，推計以降に得られる実績や新たな将来推計との間には乖離が生じうるもの
であり，将来推計人口はこのような実績等を踏まえて定期的に見直すこととしている。
構成割合は小数点以下第 2位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

第１章 高齢者の交通事故の状況

高齢化の進展と交通死亡事故の状況第１節
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特集 - 第 2図 運転免許保有者数の推移
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注　１　警察庁資料による。
　　２　平成 17 年以降は，70 歳以上を，70 ～ 79 歳，80 ～ 84 歳，85 歳以上に区分している。

２　高齢の運転免許保有者の増加
運転免許保有者数は，平成30年に約8,231万人
でピークを迎え，その後減少し，令和５年は約
8,186万人となっている。
年齢層別に見ると，70歳以上の運転免許保有者
数は，年々増加し続け，令和５年は約1,362万人
と，昭和58年の約54万人の約25.4倍となり，運
転免許保有者数の16.6％を占める（特集-第２図，

第３図）。
また，65歳以上に着目して，運転免許保有者数

の推移を見ると，令和５年の65歳以上の各年齢
層の免許保有者数は，平成25年と比較して65歳
以上は約1.3倍，70歳以上は約1.5倍，75歳以上は
約1.7倍，80歳以上は約1.8倍，85歳以上は約1.9
倍となっており，増加を続けている（特集-第４
図）。
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特集 - 第 4図 65歳以上の年齢層別運転免許保有者数の推移
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注　警察庁資料による。

特集 - 第 3図 運転免許保有者構成率の推移
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　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。
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特集 - 第 5図 年齢層別交通事故死者数の推移
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３　年齢層別に見た交通事故死者数の推移
令和５年の交通事故死者数は2,678人（前年比
＋68人, ＋2.6％）で，８年ぶりに増加した。
平成元年の交通事故死者数と比較すると，令和
５年の交通事故死者数は，約４分の１に減少して
いる。年齢層別に比較すると，15歳以下の交通事
故死者数は40人で約16分の１，16 ～ 24歳の交通
事故死者数は206人で約15分の１と若年層で大き
く減少し，25 ～ 64歳の交通事故死者数も966人
で約５分の１となった一方で，65歳以上の交通事
故死者数は1,466人で約４割の減少に，75歳以上
の交通事故死者数は1,006人で約２割の減少にと
どまっており，大きな違いが見られる（特集-第
５図，第６図）。
こうした変化を受け，年齢層別に交通事故死者
数の割合を見ると，65歳以上の交通事故死者数
が交通事故死者数全体に占める割合は，平成元年

は22.7％であったが，平成22年に初めて50％を
超え，令和５年は54.7％となっており，高い割合
で推移している（特集-第７図）。
65歳以上の者について，状態別の交通事故死

者数及びその割合を見ると，交通事故死者数は平
成13年以降，全ての状態別において減少傾向に
ある。また，割合については，自転車乗用中と二
輪車※乗車中が減少している一方で，歩行中が５
割前後の高い水準で推移しており，自動車乗車中
は平成元年と比較すると令和５年は約2.8倍に増
加している。令和５年は歩行中が687人（46.9％），
自動車乗車中が451人（30.8％），自転車乗用中が
208人（14.2％），二輪車乗車中が109人（7.4％）と
なっており，歩行中及び自転車乗用中が占める割
合は依然として60％を超えている（特集-第８図，
第９図）。

※二輪車
　　自動二輪車及び原動機付自転車（令和５年中は，一般原動機付自転車及び特定小型原動機付自転車）をいう。
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特集 - 第 7図 年齢層別交通事故死者数の割合の推移
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注　１　警察庁資料による。
　　２　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

特集 - 第 6図 年齢層別交通事故死者数の推移（指数）
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特集 - 第 9図 65歳以上の状態別交通事故死者数の割合の推移

特集 - 第 8図 65歳以上の状態別交通事故死者数の推移
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注　警察庁資料による。
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特集 - 第 10図 年齢層別歩行中死者数と65歳以上の者の割合の推移
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注　警察庁資料による。

１　高齢歩行者等の交通死亡事故の発生状況
⑴高齢歩行者の交通死亡事故の発生状況
年齢層別歩行中死者数の推移を見ると，平成
25年と比較して令和５年の歩行中死者数は，全
年齢層及び65歳以上の者ともに減少しているも
のの，歩行中死者数全体に占める65歳以上の歩
行中死者数の割合を見ると，平成25年は70.4％，
令和５年は70.6％となっており，おおむね70％を
超える高い水準で推移している（特集-第10図）。
さらに，65歳以上の年齢層別歩行中死者数の
推移を見ると，平成25年と比較して令和５年の
歩行中死者数は，85歳以上を除いた各年齢層にお

いて減少しているものの，85歳以上の歩行中死
者数は増加している（特集-第11図）。
また，65歳以上の歩行中死者数は，低年齢層

よりも高年齢層の方が多い。歩行中死者数全体に
占める各年齢層における歩行中死者数の割合を見
ると，年齢層が上がるとともに高まり，こうした
傾向は近年より顕著になっている。特に，85歳以
上の歩行中死者数が占める割合は，平成29年以
降，各年齢層の中で最も高く，平成25年が14.5％
であるのに対し，令和５年は25.4％と大きく増加
している（特集-第12図）。

高齢歩行者等の交通死亡事故の状況第２節
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特集 - 第 11図 65歳以上の年齢層別歩行中死者数の推移
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注　警察庁資料による。

特集 - 第 12図 歩行中死者数全体に占める65歳以上の年齢層別歩行中死者数の割合の推移
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注　警察庁資料による。

第１章　道路交通事故の動向

9

第１章　高齢者の交通事故の状況

9



特集 - 第 13図 年齢層別自転車乗用中死者数と65歳以上の者の割合の推移
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注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者※の合計。

※第１当事者
　　最初に交通事故に関与した事故当事者のうち，最も過失の重い者をいう。
※第 2当事者
　　最初に交通事故に関与した事故当事者のうち，第１当事者以外の者をいう。

⑵高齢者の自転車乗用中の交通死亡事故の発生状
況
年齢層別自転車乗用中死者数の推移を見ると，
平成25年と比較して令和５年の自転車乗用中死
者数は，全年齢層及び65歳以上の者ともに減少
しているものの，自転車乗用中死者数全体に占め
る65歳以上の自転車乗用中死者数の割合の推移
を見ると，平成25年は63.5％，令和５年は61.0％
となっており，60 ～ 70％程度の高い水準で推移
している（特集-第13図）。
65歳以上の年齢層別自転車乗用中死者数の推
移を見ると，平成25年と比較して令和５年の自
転車乗用中死者数は，全ての年齢層において減少

しているものの，85歳以上の自転車乗用中死者数
は他の年齢層と比較して減少率が小さい。また，
年齢が若い65 ～ 69歳の自転車乗用中死者数が最
も少ない（特集-第14図）。
自転車乗用中死者数全体に占める65歳以上の

各年齢層における自転車乗用中死者数の割合は，
65 ～ 69歳においては，増減を繰り返しながら推
移しているものの，減少傾向にある。一方，85歳
以上においては，増減を繰り返しながら推移して
いるものの，増加傾向にあり，平成25年が8.4％
であるのに対し，令和５年は14.1％と約1.7倍に増
加している（特集-第15図）。
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特集 - 第 14図 65歳以上の年齢層別自転車乗用中死者数の推移
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注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。

特集 - 第 15図 自転車乗用中死者数全体に占める65歳以上の年齢層別自転車乗用中死者数の割合の推移
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注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
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特集 - 第 16図 昼夜別歩行中死者数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

65歳未満 65～69歳 70～74歳

80～84歳75～79歳 85歳以上
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注　１　警察庁資料による。
　　２　列車事故を除く。
　　３　第１・第２当事者の合計。

２　高齢歩行者等の交通死亡事故の特徴
⑴高齢歩行者の交通死亡事故の特徴
ア　昼夜別に見た死者数
歩行者の昼夜別死者数（平成25年～令和５年の
合計）を見ると，65歳未満の者については，昼間※

と比較して夜間※における死者数が多くなってお
り，昼間における死者数の約3.7倍になっている。
また，65歳以上の者についても，65歳未満の者

と同様に昼間より夜間における死者数が多くなっ
ているが，昼間における死者数と比較した夜間に
おける死者数は，65 ～ 69歳が約3.3倍，70 ～ 74
歳が約2.1倍，75 ～ 79歳が約2.1倍，80 ～ 84歳が
約1.8倍，85歳以上が約1.4倍となっており，65歳
以上の者の中でも特に高年齢層で，昼間における
死者数と夜間における死者数の差が小さくなって
いる（特集-第16図）。

※昼間，夜間
　　「昼間」とは，日の出から日の入りまでを，「夜間」とは，日の入りから日の出までをいう。
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イ　事故類型別に見た死者数
歩行者の事故類型別死者数（平成25年～令和５
年の合計）を見ると，65歳未満の道路横断中の死
者数の割合は，歩行者の死者数全体の50.6％であ
り，横断歩道横断中の死者数の占める割合が
19.6％であるのに対し，横断歩道以外横断中の死
者数の占める割合は，31.0％と約１割高くなって
いる。
一方，65歳以上の事故類型別死者数について，
各年齢層における歩行者の死者数全体に占める道
路横断中の死者数の割合は，65 ～ 69歳は66.7％，

70 ～ 74歳は71.8％，75 ～ 79歳は77.1％，80 ～
84歳は79.9％，85歳以上は82.1％となっており，
年齢層が高くなるとともに道路横断中の死者数の
割合が高くなっている。
また，65歳以上の各年齢層における横断歩道横

断中の死者数の割合と横断歩道以外横断中の死者
数の割合は，年齢層が高くなるとともに横断歩道
以外横断中の方が高くなっており，85歳以上につ
いては，横断歩道横断中が21.9％であるのに対し，
横断歩道以外横断中は約2.7倍の60.2％となって
いる（特集-第17図）。

特集 - 第 17図 歩行者の事故類型別死者数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）
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注　１　警察庁資料による。
　　２　列車事故を除く。
　　３　第１・第２当事者の合計。
　　４　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。
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特集 - 第 18図 歩行者・自転車衝突死亡事故のイメージ図

特集 - 第 19図 昼夜別の歩行者横断中死亡事故の車両進行方向比較（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）
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注　警察庁資料による。

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

横断中事故のイメージ 交差点出会い頭衝突事故のイメージ

ウ　道路横断中の交通死亡事故の発生状況
歩行者が道路横断中に死亡した交通死亡事故の
発生状況（平成25年～令和５年の合計）を見ると， 
交差点，単路のいずれにおいても，65歳以上の者
の交通死亡事故件数が65歳未満の者の交通死亡
事故件数より多く，特に夜間に左からの進行車両
と衝突する交通死亡事故が多く発生している。
さらに，65歳以上の歩行者が道路横断中に死

亡した交通死亡事故の発生状況について，年齢層
別に見ると，いずれの年齢層においても，交差点， 
単路ともに夜間に左からの進行車両と衝突する交
通死亡事故が多く発生しており，交差点と単路を
合わせた交通死亡事故件数は，年齢層が高くなる
とともに多くなり，85歳以上の者が死亡する交
通死亡事故が最も多くなっている（特集- 第18
図，第19図）。
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エ　道路横断中の交通死亡事故における歩行者の
法令違反状況
歩行者が道路横断中に死亡した交通死亡事故に
おける歩行者の年齢層別法令違反状況（平成25
年～令和５年の合計）を見ると，横断違反※の割
合は，65歳未満の者が34.2％であるのに対し，65
歳以上の者については，65 ～ 69歳が41.5％，70
～ 74歳が38.1％，75 ～ 79歳が42.6％，80 ～ 84
歳が45.4％，85歳以上が46.1％と年齢層が高くな
るとともに割合が高くなる傾向がある。
信号無視の割合は，65歳未満の者が17.6％であ
るのに対し，65歳以上の者については，65 ～ 69
歳が11.8％，70 ～ 74歳が10.9％，75 ～ 79歳が
10.1％，80 ～ 84歳が8.2％，85歳以上が7.1％と

年齢層が高くなるとともに割合が低くなってい
る。
一方，違反なしの割合は，65歳未満の者が36.0％

であるのに対し，65歳以上の者については，65～
69歳が38.8％，70 ～ 74歳が45.3％，75 ～ 79歳が
41.9％，80 ～ 84歳が40.9％，85歳以上が39.5％と
65歳以上の者の方が65歳未満の者より割合が高く
なっている。
これらのことから，65歳以上の者は，いずれの

年齢層においても，65歳未満の者と比較して法
令違反全体の割合は低いものの，法令違反のうち
横断違反の割合が高いことが分かる（特集- 第20
図）。

※横断違反
　　横断歩道外横断，走行車両直前直後横断等。

特集 - 第 20図 歩行者（道路横断中）の法令違反別死者数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

960人960人

46.1%46.1%

148人148人

7.1%7.1%

151人151人

7.3%

823人823人

39.5%39.5%

85歳以上

845人845人

45.4%45.4%

153人153人

8.2%8.2%

102人102人

5.5%5.5%

762人762人

40.9%40.9%

80～84歳

629人629人

42.6%42.6%

150人150人

10.1%10.1%

79人79人

5.3%5.3%

620人620人

41.9%41.9%

75～79歳

418人418人

38.1%38.1%

119人119人

10.9%10.9%

62人62人

5.7%5.7%

497人497人

45.3%45.3%

70～74歳

307人307人

41.5%41.5%

87人87人

11.8%11.8%

58人58人

7.8%7.8%

287人287人

38.8%38.8%

65～69歳

34.2%34.2%
信号無視信号無視
307人307人

17.6%17.6%
その他その他
215人215人

12.3%12.3%

違反なし違反なし
629人629人

36.0%36.0%

65歳未満 横断違反横断違反
597人597人

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。
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特集 - 第 21図 昼夜別自転車乗用中死者数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

65歳未満 65～69歳 70～74歳

80～84歳75～79歳 85歳以上

855人
50.8%

829人
49.2%

232人
46.7%265人

53.3%
415人
61.5%

260人
38.5%

537人
67.2%

262人
32.8%

539人
74.7%

183人
25.3%

505人
80.9%

119人
19.1%

昼間 夜間

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。

オ　交通事故防止対策の必要性
これらを踏まえると，高齢者は，道路を横断す
る際に，左右から進行してくる車両に対する安全
確認が十分に行えていない可能性があるほか，安
全に横断できると判断して横断し始めても，加齢
による身体機能の変化等により思うように歩くこ
とができず，横断し終わる前に左右から進行して
くる車両と衝突している可能性が考えられる。特
に，夜間，左から進行してくる車両と衝突する交
通死亡事故が多く発生していることについて
は，高齢者は夜間は進行してくる車両全体がはっ
きりと見えないことが多く，進行してくる車両と
の距離を適切に判断できていない可能性が考えら
れる。
また，年齢層によって割合に違いはあるもの
の，道路横断中に死亡した高齢歩行者に横断違反
が多いことも，道路横断中における交通死亡事故
が多い要因の一つとして考えられ，これは，高齢者
は身体機能の変化等に伴い，道路を横断する際，周
辺に横断歩道が設置されていても当該横断歩道まで
歩いて行くことの負担が大きくなり，横断歩道が設

置されていない道路を横断している可能性等が考え
られる。
このため，高齢者に対し，正しい横断方法を始

めとした交通ルールの遵守，加齢に伴う身体機能
の変化等を自覚した行動，夜間等における反射材
用品の着用等が行われるよう，効果的な交通安全
教育，広報啓発等を行っていく必要がある。

⑵高齢者の自転車乗用中の交通死亡事故の特徴
ア　昼夜別に見た死者数
昼夜別自転車乗用中死者数（平成25年～令和５

年の合計）を見ると，65歳未満の者については， 
夜間と昼間でほぼ同じ割合となっている。
一方で，65歳以上の者については，65 ～ 69歳

を除いた各年齢層において，夜間より昼間におけ
る死者数が多くなっており，夜間における死者数
と比較した昼間における死者数は，70 ～ 74歳が
約1.6倍，75 ～ 79歳が約2.0倍， 80 ～ 84歳が約2.9
倍，85歳以上が約4.2倍と，年齢層が高くなると
ともに昼間における死者数の方が多くなっている
（特集- 第21図）。
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ウ　衝突地点別に見た発生状況
自転車乗用中に死亡した交通死亡事故について
衝突地点別の発生状況（平成25年～令和５年の合
計）を見ると，65歳未満の者と65歳以上の者の
うち65 ～ 69歳を除いた各年齢層ともに単路より

も交差点の割合が高くなっている。また，全ての
年齢層において，交差点の割合は約４～５割程
度，単路の割合は４割程度となっている（特集-
第23図）。

イ　相手当事者別に見た発生状況
自転車乗用中に死亡した交通死亡事故について
相手当事者別の発生状況（平成25年～令和５年の
合計）を見ると，65歳未満の者及び65歳以上の
者ともに自動車の割合が最も高く，次に相手なし
単独が高くなっており，65歳未満の者については， 
自動車が74.1％，相手なし単独が23.0％となって

いる。
また，65歳以上の者については，年齢層が高く

なるとともに自動車の割合が増加して，相手なし
単独の割合が減少する傾向にあり，85歳以上は
自動車が79.3％，相手なし単独が17.8％となって
いる（特集- 第22図）。

特集 - 第 22図 自転車乗用中の相手当事者別死亡事故件数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

65歳未満 65～69歳 70～74歳

75～79歳  80～84歳 85歳以上

自動車
1,248件
74.1%

二輪車
18件
1.1%

自転車
6件
0.4%

歩行者
5件
0.3%

相手なし単独
387件
23.0%

列車ほか
20件
1.2%

自動車
339件
68.2%

二輪車
9件
1.8%

自転車
5件
1.0%

相手なし単独
143件
28.8%

列車ほか
1件
0.2%

自動車
488件
72.3%二輪車

10件
1.5%

自転車
3件
0.4%

歩行者
1件
0.1%

相手なし単独
169件
25.0%

列車ほか
4件
0.6%

自動車
637件
79.7%

二輪車
8件
1.0%

自転車
2件
0.3%

歩行者
1件
0.1% 相手なし単独

148件
18.5%

列車ほか
3件
0.4%

自動車
558件
77.3%

二輪車
17件
2.4%

自転車
2件
0.3%

歩行者
1件
0.1%

相手なし単独
140件
19.4%

列車ほか
4件
0.6%

自動車
495件
79.3%

二輪車
12件
1.9%

自転車
2件
0.3%

歩行者
1件
0.2%

相手なし単独
111件
17.8%

列車ほか
3件
0.5%

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

第１章　道路交通事故の動向

17

第１章　高齢者の交通事故の状況

17



エ　事故類型別に見た発生状況
自転車乗用中に死亡した交通死亡事故について
事故類型別の発生状況（平成25年～令和５年の合
計）を見ると，65歳未満の者については，出会い
頭の割合が32.8％，右左折時の割合が18.2％，追突
の割合が12.4％と続いている。
一方，65歳以上の者については，いずれの年齢
層においても出会い頭の割合が最も高く，路外逸
脱の割合や右左折時の割合などが続いている。ま
た，出会い頭の割合は，年齢層が高くなるととも
に増加しており，いずれの年齢層においても65
歳未満の者より高くなっている（特集-第24図）。
このうち，交差点において出会い頭に車両と衝

突する交通死亡事故が，左右いずれからの進行車
両と発生しているか内訳を見ると，65歳以上の
者については，いずれの年齢層においても，昼間， 
夜間ともに自転車が交差点直進中に左から進行し
てくる車両と衝突する交通死亡事故の割合が高く
なっている。これに対し，65歳未満の者について
は，左から進行してくる車両と衝突する交通死亡
事故の割合は，昼間，夜間ともに65歳以上の者を
下回り，昼間は逆に，右から進行してくる車両と
衝突する交通死亡事故の割合の方が高くなってお
り，年齢によって交通死亡事故の発生状況に違い
が見られる（特集-第18図，第25図）。

特集 - 第 23図 自転車乗用中の衝突地点別死亡事故件数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

単路 交差点 その他

309件
38.7%

406件
50.8%

84件
10.5%

75～79歳

711件
42.2%

802件
47.6%

171件
10.2%

65歳未満

284件
39.3%

358件
49.6%

80件
11.1%

80～84歳

216件
43.5%

214件
43.1%

67件67件
13.5%13.5%

65～69歳

245件
39.3%

322件
51.6%

57件
9.1%

85歳以上

250件
37.0%

335件
49.6%

90件
13.3%

70～74歳

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。
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特集 - 第 24図 自転車乗用中の事故類型別死亡事故件数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

出会い頭
552件
32.8%

右左折時
306件
18.2%

追突
209件
12.4%

追越追抜時
49件
2.9%

正面衝突
53件
3.1%

その他
104件 6.2%

路外逸脱
202件
12.0%

転倒
95件 5.6%

その他
88件 5.2%

1,273件
75.6%

車両単独
385件
22.9%

人対車両
5件 0.3% 列車

21件 1.2%

65歳未満

出会い頭
176件
35.4%

右左折時
64件
12.9%

追突
51件
10.3%

追越追抜時
15件 3.0%

正面衝突
8件 1.6%

その他
40件
8.0%

路外逸脱
103件
20.7%

転倒
21件 4.2%

その他
19件 3.8%

354件
71.2%

車両単独
143件
28.8%

人対車両
0件 0.0% 列車

0件 0.0%

65～69歳

出会い頭
256件
37.9%

右左折時
104件
15.4%

追突
73件
10.8%追越追抜時

14件 2.1%

正面衝突
9件 1.3%

その他
46件
6.8%

路外逸脱
112件
16.6%

転倒
35件 5.2%

その他
20件 3.0%

502件
74.4%

車両単独
167件
24.7%

人対車両
1件 0.1% 列車

5件 0.7%

70～74歳

出会い頭

377 件
47.2%

右左折時
89件
11.1%

追突
76件
9.5%

追越追抜時
22件
2.8%

正面衝突
11件
1.4%

その他
73件
9.1%

路外逸脱
106件
13.3%

転倒
22件 2.8%

その他
20件 2.5%

車両相互
648件
81.1%

車両単独
148件
18.5%

人対車両
1件 0.1%

列車
2件 0.3%

75～79歳

出会い頭
351件
48.6%

右左折時
77件
10.7%

追突
59件
8.2%

追越追抜時
20件
2.8%

正面衝突
11件
1.5%

その他
59件
8.2%

路外逸脱
101件
14.0%

転倒
26件 3.6%

その他
13件 1.8%

577件
79.9%

車両単独
140件
19.4%

人対車両
1件 0.1%

列車
4件 0.6%

80～84歳

出会い頭
317件
50.8%

右左折時
50件
8.0%

追突
62件
9.9%

追越追抜時
17件
2.7%

正面衝突
8件
1.3%

その他
56件
9.0%

路外逸脱
71件
11.4%

転倒
27件 4.3%

その他
13件 2.1%

車両相互
510件
81.7%

車両単独
111件
17.8%

人対車両
1件 0.2%

列車
2件 0.3%

85歳以上

車両相互

車両相互車両相互
車両相互

105件

52.2%

110件

57.3%

118件

58.4%

84件

64.1%

43件

61.4%

98件

46.4%

96件96件

47.8%

82件82件

42.7%

84件84件

41.6%

47件47件

35.9%

27件27件

38.6%

113件113件

53.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

85歳以上

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

65歳未満

昼間

23件

76.7%

34件

69.4%

44件

69.8%

35件

70.0%

43件

81.1%

116件

67.4%

7件

23.3%

15件

30.6%

19件

30.2%

15件

30.0%

10件

18.9%

56件

32.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

85歳以上

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

65歳未満

夜間左からの進行車両 左からの進行車両右からの進行車両 右からの進行車両

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。

特集 - 第 25図 昼夜別の交差点出会い頭衝突死亡事故における直進自転車に対する車両進行方向比較
（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）
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特集 - 第 26図 自転車乗用中の法令違反別死亡事故件数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

65歳未満 65～69歳 70～74歳

80～84歳75～79歳 85歳以上

ハンドル操作不適
192件
11.4%

安全不確認
222件
13.2%

前方不注意
70件
4.2%

その他
111件
6.6%

安全運転
義務違反
595件
35.3%

交差点安全進行
義務違反
133件
7.9%

信号無視
132件
7.8%

指定場所一時
不停止等
76件4.5%

優先通行
妨害等
37件2.2%

その他
172件
10.2%

調査不能
57件3.4%

違反なし
482件
28.６%

ハンドル操作不適
85件
17.1%

安全不確認
70件
14.1%

前方不注意
16件3.2%その他

22件
4.4%

安全運転
義務違反
安全運転
義務違反
193件
38.8%

交差点安全進行
義務違反
25件
5.0%

信号無視
37件
7.4%指定場所一時

不停止等
30件6.0%

優先通行妨害等
11件
2.2%

その他
59件
11.9%

調査不能
25件
5.0%

違反なし
117件
23.5%

ハンドル操作不適
102件
15.1%

安全不確認
107件
15.9%

前方不注意
24件
3.6%

その他
38件
5.6%

交差点安全進行
義務違反
60件
8.9%

信号無視
37件
5.5%

指定場所一時
不停止等
48件7.1%

優先通行妨害等
23件
3.4%

その他
69件
10.2%

調査不能
24件
3.6%

違反なし
143件
21.2%

安全運転
義務違反
271件
40.1%

ハンドル操作不適
88件
11.0%

安全不確認
148件
18.5%

前方不注意
24件3.0%

その他
23件2.9%

安全運転
義務違反

35.4%
283件

交差点安全進行
義務違反
58件
7.3%

信号無視
68件
8.5%

指定場所一時
不停止等
66件8.3%

優先通行
妨害等
31件
3.9%

その他
86件
10.8%

調査不能
40件
5.0%

違反なし
167件
20.9%

ハンドル操作不適
99件
13.7%

安全不確認
143件
19.8%

前方不注意
15件
2.1%その他

30件
4.2%

安全運転
義務違反

39.8%
287件

交差点安全進行
義務違反
66件
9.1%

信号無視
57件
7.9%

指定場所一時
不停止等
51件
7.1%

優先通行妨害等
37件
5.1%

その他
83件
11.5%

調査不能
29件
4.0%

違反なし
112件
15.5%

ハンドル操作不適
80件
12.8%

安全不確認
136件
21.8%

前方不注意
11件
1.8%

その他
13件
2.1%

安全運転
義務違反

38.5%
240件

交差点安全進行
義務違反
52件
8.3%

信号無視
52件
8.3%

指定場所一時
不停止等
62件
9.9%

優先通行
妨害等
36件
5.8%

その他
52件
8.3%

調査不能
21件
3.4%

違反なし
109件
17.5%

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　自転車相互事故については，第１・第２当事者それぞれの法令違反を１件として計上。
　　４　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

オ　法令違反別に見た発生状況
自転車乗用中に死亡した交通死亡事故について法
令違反別の発生状況（平成25年～令和５年の合計） 
を見ると，65歳未満の者については，安全運転義務
違反の割合が35.3％，交差点安全進行義務違反の割
合が7.9％，信号無視の割合が7.8％と続いている。
65歳以上の者については，いずれの年齢層におい
ても，安全運転義務違反の割合が約４割と最も高く
なっている。また，年齢層によって割合は異なるも

のの，指定場所一時不停止等，信号無視，交差点安
全進行義務違反といった交差点での交通死亡事故に
つながる違反の割合が高くなっている。
一方，違反なしの割合は，65歳未満の者が28.6％

であるのに対し，65歳以上の者については，65～
69歳が23.5％，70 ～ 74歳が21.2％，75 ～ 79歳が
20.9％，80 ～ 84歳が15.5％，85歳以上が17.5％と
年齢層が高くなるとともに違反なしの割合が低く
なる傾向がある（特集-第26図）。
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カ　乗車用ヘルメットの着用状況
乗車用ヘルメットの着用は，自転車利用者の頭
部を保護し，交通事故発生時における被害軽減効
果があり，乗車用ヘルメットを着用していなかっ
た場合の致死率は，乗車用ヘルメットを着用して
いた場合の致死率の約2.2倍となっている（平成
25年～令和５年の合計。特集- 第27図）。
自転車利用者が死傷した交通事故について乗車
用ヘルメットの着用率を見ると，令和５年４月に自
転車利用者に対する乗車用ヘルメットの着用が努

力義務化されたことに伴い，いずれの年齢層におい
ても５年の着用率は上昇している。令和５年の着
用率は，65歳未満の者が14.7％であるのに対し，65
歳以上の者については，65～ 69歳が10.2％，70～
74歳 が9.0 ％，75 ～ 79歳 が7.9 ％，80 ～ 84歳 が
8.1％，85歳以上が8.8％となっており，65歳未満の
者より低い水準となっているものの，４年の着用
率から増加した割合は，65歳未満の者よりも大き
くなっている（特集-第28図）。

特集 - 第 27図 ヘルメット着用状況別死傷者数・致死率（平成25年～令和５年の合計）

致死率比較

0.26

0.57

死者

4,795人 

95.5%

着用 非着用 着用 非着用

重傷・軽傷者

840,328人 
90.6%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

約２.２倍
致
死
率
（
％
）

着用 非着用

228人 
4.5%

86,819人 
9.4%

注　１　警察庁資料による。
　　２　「致死率」とは，死傷者のうち死者の占める割合をいう。
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キ　前照灯の点灯状況
夜間，自転車で道路を走るときに前照灯を点灯
することは，前方の安全確認だけでなく，歩行者
や自動車に自転車の存在を知らせるためにも有効
であり，夜間の交通事故発生時における前照灯消
灯又は設備が無い場合の致死率は，前照灯を点灯
していた場合の致死率の約1.7倍となっている（平
成25年～令和５年の合計。特集- 第29図）。
自転車利用者が死傷した交通事故について前照

灯の点灯率の推移を年齢層別に見ると，振れはあ
るものの，おおむねどの年齢層でも上昇傾向が見
られる。年齢層別に比較してみると，65歳未満
の者の点灯率は，70 ～ 80％前後で推移し，65 ～
69歳もほぼ同水準である。70歳以上は年齢が上
がるにつれて点灯率が低下する傾向にあるが，令
和５年の点灯率は，おおむね70％を超えている
（特集- 第30図）。

特集 - 第 28図 年齢層別ヘルメット着用率の推移

9.09.0

11.411.4

14.714.7

3.6

5.8

10.2

3.1
3.83.8

9.0

2.7 3.0

7.9

2.6
2.5

8.1

1.8 2.4

8.8

0.0

5.0

10.0

15.0

平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5

（％）

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

注　１　警察庁資料による。
　　２　「ヘルメット着用率」とは，自転車乗用中死傷者におけるヘルメット着用者の割合をいう。
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特集 - 第 29図 夜間前照灯点灯状況別死傷者数・致死率（平成25年～令和５年の合計）

死者数
990人
0.7%

重傷者数
12,760人
8.6%

軽傷者数
135,196人
90.8%

前照灯点灯

致死率
0.66

致死率
1.15

死者数
566人
1.2%

重傷者数
4,580人
9.3%

軽傷者数
44,029人
89.5%

前照灯消灯又は設備なし

（％） 致死率比較

0.66

1.15

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

前照灯点灯 前照灯消灯設備なし

約１.７倍

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　「致死率」とは，死傷者のうち死者の占める割合をいう。

特集 - 第 30図 年齢層別夜間前照灯点灯率の推移

69.7

80.5

71.0

79.4

65.865.8

77.377.3

62.4

75.7

58.6

76.7

53.9

69.7

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5

（％）

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１・第２当事者の合計。
　　３　「夜間前照灯点灯率」とは，自転車乗用中死傷者における夜間前照灯点灯者の割合をいう。
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ク　交通事故防止対策の必要性
これらを踏まえると，高齢の自転車利用者は，交
差点を進行する際に，左右から進行してくる車両
に対する安全確認が十分に行えていない可能性が
あるほか，安全に進行できると判断して進行し始
めても，加齢による身体機能の変化等により思う
ように進行することができず，交差点を通過し終
わる前に左右から進行してくる車両と衝突してい
る可能性が考えられる。特に，夜間，左からの進
行車両と衝突する交通死亡事故が多く発生してい
ることについては，高齢者は夜間は進行してくる
車両全体がはっきりと見えないことが多く，進行
してくる車両との距離を適切に判断できていない
可能性が考えられる。
このほか，年齢層によって割合は異なるものの， 

自転車乗用中に死亡した高齢者に法令違反がある
ことや，乗車用ヘルメットの着用率が低いことも
高齢の自転車利用者の交通事故死者数が多い要因
の一つとして考えられる。また，夜間における前
照灯点灯率は，65歳以上のいずれの年齢層にお
いても５割を超える水準で推移しているもの
の，年齢層によって差があり，前照灯消灯又は設
備が無い場合と点灯時の致死率に相応の差がある
ことを踏まえれば，点灯率を更に向上させる必要
がある。
このため，高齢者に対し，自転車を利用する際

の交通ルールの遵守，加齢に伴う身体機能の変化
等を自覚した運転等が行われるよう交通安全教
育，広報啓発等を行っていく必要がある。

１　高齢運転者による交通死亡事故の発生状況
65歳以上の運転者による交通死亡事故件数の
推移を年齢層別に見ると，平成25年と比較して令
和５年の交通死亡事故件数は，全ての年齢層にお
いて減少しているものの，85歳以上の運転者に
よる交通死亡事故件数は，他の年齢層の運転者に
よる交通死亡事故件数と比較して減少率が小さい
（特集- 第31図）。
このため，交通死亡事故件数全体に占める65歳
以上の運転者による交通死亡事故件数の割合の推
移を，平成25年と令和５年の比較で見ると，65歳
以上の運転者による交通死亡事故件数の割合が７
ポイント以上増加し，どの年齢層でも増加が見ら
れる（特集- 第32図）。
免許人口10万人当たり交通死亡事故件数の推

移を年齢層別に見ると，全年齢層の件数は，平成25
年が4.72件であるのに対し，令和５年は2.87件と減
少している。
65歳以上の運転者の件数は，年齢層が高くなる

とともに多くなる傾向にある。特に80 ～ 84歳及
び85歳以上の運転者については，令和５年はそれ
ぞれ全年齢層の件数の約2.0倍，約3.4倍となって
いる。こうした傾向は，平成25年と令和５年を比
較しても変わらないが，65 ～ 69歳，70 ～ 74歳， 
75 ～ 79歳，80 ～ 84歳及び85歳以上の運転者の
件数は，平成25年がそれぞれ4.14件， 5.44件，8.27
件，12.82件，20.26件であるのに対し，令和５年
は，それぞれ3.18件，2.92件，4.19件，5.67件，9.75
件と減少している（特集- 第33図）。

高齢運転者による交通死亡事故の状況第３節
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特集 - 第 31図 65歳以上の運転者による年齢層別交通死亡事故件数の推移（第１当事者・原付※以上）
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注　１　警察庁資料による。
　　２　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

特集 - 第 32図 年齢層別交通死亡事故件数の割合の推移

74.774.7 73.773.7 72.372.3 71.771.7 72.572.5 69.069.0 70.370.3 70.370.3 69.469.4 67.467.4 67.367.3

7.07.0 7.47.4 8.58.5 8.78.7 8.18.1
8.18.1 8.18.1 7.87.8 6.96.9 7.47.4 8.48.4

6.46.4 5.95.9 6.46.4 6.16.1 6.56.5 8.08.0 7.27.2 8.08.0 8.68.6 8.58.5 7.97.9

5.55.5 5.65.6 5.55.5 6.06.0 5.65.6 6.76.7 6.46.4 5.95.9 5.85.8 7.07.0 7.67.6

4.24.2 4.94.9 4.64.6 4.84.8 4.64.6 4.94.9 5.55.5 4.74.7 5.65.6 6.26.2 5.35.3
2.32.3 2.42.4 2.62.6 2.82.8 2.62.6 3.23.2 2.62.6 3.23.2 3.73.7 3.53.5 3.43.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

※令和５年中の「原付」は，一般原動機付自転車及び特定小型原動機付自転車をいう。
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特集 - 第 33図 免許人口10万人当たり65歳以上の運転者による年齢層別交通死亡事故件数の推移
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注　１　警察庁資料による。
　　２　算出に用いた免許保有者数は各年 12 月末の値である。
　　３　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
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２　高齢運転者による交通死亡事故の特徴
⑴昼夜別に見た発生状況
交通死亡事故の昼夜別発生状況（平成25年～
令和５年の合計）を見ると，65歳未満の運転者に
よる交通死亡事故については，昼間と比較して夜
間における交通死亡事故件数が多くなってお
り，夜間における交通死亡事故件数の割合は， 
55.9％となっている。

一方，65歳以上の運転者による交通死亡事故
については，夜間よりも昼間における交通死亡事
故件数が多くなっており，昼間における交通死亡
事故件数の割合は，65 ～ 69歳が60.3％，70 ～ 74
歳 が67.5 ％，75 ～ 79歳 が76.6 ％，80 ～ 84歳 が
82.2％，85歳以上が85.9％と，年齢層が上がるとと
もに高くなっている（特集- 第34図）。

特集 - 第 34図 昼夜別交通死亡事故件数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

65歳未満 65～69歳 70～74歳

80～84歳75～79歳 85歳以上

10,343件
44.1%

13,101件
55.9% 1,566件

60.3%

1,031件
39.7%

1,571件
67.5%

757件
32.5%

133件
14.1%

811件
85.9%

1,529件

23.4%

76.6%

467件

1,339件
82.2%

17.8%
290件

昼間 夜間

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
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特集 - 第 35図 道路種類別交通死亡事故件数と割合（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）
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注　１　警察庁資料による。
　　２　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

⑵道路種類別に見た発生状況
交通死亡事故の道路種類別発生状況（平成25
年～令和５年の合計）を見ると，65歳未満の運転
者及び65歳以上の運転者による交通死亡事故の
いずれについても，高速道路よりも一般道路にお
ける交通死亡事故件数が多い。
また，交通死亡事故件数全体に占める一般道路

における交通死亡事故件数の割合は，65歳未満の
運転者による交通死亡事故については93.3％ , 65
歳以上の運転者による交通死亡事故については, 
65～69歳が96.9％，70～74歳が98.1％，75～79歳
が97.7％，80～84歳が98.6％，85歳以上が98.8％
となっており，65歳以上の運転者の方がより高い
割合になっている（特集- 第35図）。
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⑶事故類型別に見た発生状況
交通死亡事故を事故類型別（平成25年～令和５
年の合計）に見ると，65歳未満の運転者による交
通死亡事故と比較して，65歳以上の運転者による
交通死亡事故については，年齢層が高くなるとと
もに車両単独事故による交通死亡事故件数の占め
る割合が高くなっている。具体的類型としては， 
道路を進行中に運転を誤って車線を逸脱し電柱や

家屋等に衝突するといった工作物衝突や，車線を
逸脱し崖下に転落するなどの路外逸脱による交通
死亡事故件数の占める割合が高くなっている。
また，車両相互事故における出会い頭や正面衝

突による交通死亡事故件数が占める割合も高
く，これらの傾向は，75 ～ 79歳，80 ～ 84歳及び
85歳以上の運転者による交通死亡事故において
顕著になっている（特集- 第36図）。

特集 - 第 36図 交通死亡事故の事故類型比較（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）
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1,094件
4.7%

列車
55件
0.2%

車両単独
5,110件
21.8%

人対車両
9,230件
39.4%

車両相互
9,049件
38.6%

横断中以外
2,851件
12.2%

正面衝突
2,149件
9.2%

70～74歳

工作物衝突
451件
19.4%

路外逸脱
214件
9.2%

その他
69件
3.0%

横断中
464件
19.9%

横断中以外
230件
9.9%

正面衝突
275件
11.8%

追突
94件
4.0%

出会い頭
289件
12.4%

右左折時
135件
5.8%

その他
91件
3.9%

列車
16件
0.7%

車両単独
734件
31.5%

人対車両
694件
29.8%

車両相互
884件
38.0%

75～79歳

工作物衝突
443件
22.2%

路外逸脱
224件
11.2%

その他
74件
3.7%

横断中
294件
14.7%

横断中以外
138件
6.9%

正面衝突
264件
13.2%

追突
65件
3.3%

出会い頭
315件
15.8%

右左折時
105件
5.3%

その他
59件
3.0%

列車
15件
0.8%

車両単独
741件
37.1%

人対車両
432件
21.6%

車両相互
808件
40.5%

65～69歳

工作物衝突
399件
15.4%

路外逸脱
170件
6.5% その他

89件
3.4%

横断中
656件
25.3%横断中以外

276件
10.6%

正面衝突
319件
12.3%

追突
110件
4.2%

出会い頭
304件
11.7%

右左折時
177件
6.8%

その他
85件
3.3%

列車
12件
0.5%

車両単独
658件
25.3%

人対車両
932件
35.9%

車両相互
995件
38.3%

80～84歳

工作物衝突
394件
24.2%

路外逸脱
203件
12.5%

その他
74件
4.5%

横断中
178件
10.9%横断中以外

100件
6.1%

正面衝突
219件
13.4%

追突
52件
3.2%

出会い頭
250件
15.3%

右左折時
91件
5.6%

その他
50件
3.1%

列車
18件
1.1%

車両単独
671件
41.2%

人対車両
278件
17.1%

車両相互
662件
40.6%

85歳以上

工作物衝突
231件
24.5%

路外逸脱
161件
17.1%

その他
47件
5.0%

横断中
59件
6.3%

横断中以外
48件
5.1%

正面衝突
113件
12.0%

追突
29件
3.1%

出会い頭
170件
18.0%

右左折時
54件
5.7%

その他
24件
2.5%

列車
8件
0.8%

車両単独
439件
46.5%

人対車両
107件
11.3%

車両相互
390件
41.3%

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。
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特集 - 第 37図 交通死亡事故の人的要因比較（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

前方不注意
（内在的）

5,652件
24.1%

前方不注意
（外在的）
4,413件
18.8%

安全不確認
6,168件
26.3%

判断の誤り等
2,779件
11.9%

要因なし・調査
不能ほか

1,007件 4.3%

ブレーキとアクセルの
踏み間違い
92件 0.4%

ハンドル操作不適
2,447件 10.4%

その他の操作不適
886件 3.8%

操作不適
3,425件
14.6%

65歳未満

前方不注意
（内在的）
663件
25.5%

前方不注意
（外在的）
402件
15.5%

安全不確認
697件
26.8%

判断の誤り等
206件
7.9%

要因なし・調査
不能ほか
185件
7.1%

ブレーキとアクセルの
踏み間違い
55件 2.1%

ハンドル操作不適
272件10.5%

その他の操作不適
117件 4.5%

操作不適
444件
17.1%

65～69歳

前方不注意
（内在的）
526件
22.6%

前方不注意
（外在的）
315件
13.5%

安全不確認
576件
24.7%

判断の誤り等
154件
6.6%

要因なし・調査
不能ほか
200件 8.6%

ブレーキとアクセルの
踏み間違い
92件 4.0%

ハンドル操作不適
314件13.5%

その他の操作不適
151件 6.5%

操作不適
557件
23.9%

70～74歳

前方不注意
（内在的）
425件
21.3%

前方不注意
（外在的）
223件
11.2%

安全不確認
477件
23.9%

判断の誤り等
155件
7.8%

要因なし・調査
不能ほか
214件
10.7%

ブレーキとアクセルの
踏み間違い
96件 4.8%

ハンドル操作不適
287件 14.4%

その他の操作不適
119件 6.0%

操作不適
502件
25.2%

75～79歳

前方不注意
（内在的）
308件
18.9%

前方不注意
（外在的）
141件
8.7%

安全不確認
366件
22.5%

判断の誤り等
117件
7.2%

要因なし・調査
不能ほか
194件
11.9%

ブレーキとアクセルの
踏み間違い
134件 8.2%

ハンドル操作不適
266件 16.3%

その他の操作不適
103件 6.3%

操作不適
503件
30.9%

80～84歳

前方不注意
（内在的）
155件
16.4%

前方不注意
（外在的）
75件
7.9%

安全不確認
208件
22.0%

判断の誤り等
67件
7.1%

要因なし・調査
不能ほか
119件
12.6%

ブレーキとアクセルの
踏み間違い
67件 7.1%

ハンドル操作不適
173件18.3%

その他の操作不適
80件 8.5%

操作不適
320件
33.9%

85歳以上

注　１　警察庁資料による。
　　２　第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。

⑷人的要因別に見た発生状況
交通死亡事故の人的要因（平成25年～令和５年
の合計）を見ると，65歳未満の運転者による交通
死亡事故と比較して，65歳以上の運転者による交
通死亡事故については，年齢層が高くなるととも
に操作不適による交通死亡事故件数が占める割合
が高くなっており，75 ～ 79歳, 80 ～ 84歳及び85
歳以上の年齢層においては，それぞれ最も高い割
合を占めている。

また，操作不適による交通死亡事故のうち，ハ
ンドル操作不適や，ブレーキとアクセルの踏み間
違いによる交通死亡事故件数が占める割合が高く
なっており，特にブレーキとアクセルの踏み間違
いによる交通死亡事故については，80 ～ 84歳及
び85歳以上の運転者による交通死亡事故件数全
体に占める割合が，65歳未満の運転者による交
通死亡事故件数全体に占める割合のそれぞれ約
20.5倍，約17.8倍になっている（特集- 第37図）。

30

特　　集

30



⑸高速道路における逆走に起因する交通死亡事故
の発生状況
高速道路における逆走に起因する交通死亡事故
の発生状況（平成25年～令和５年の合計）を見る
と，65歳未満の運転者による交通死亡事故件数が

占める割合が45.8％であるのに対し，65歳以上の
運転者による交通死亡事故件数が占める割合は
54.2％となっており，半数以上を占めている（特
集- 第38図）。

⑹交通事故防止対策の必要性
これらを踏まえると，高齢者の特性として，個
人差はあるものの，一般的に加齢により身体機能
や認知機能が低下するとされており，こうした身
体機能や認知機能の変化が運転行動に影響を及ぼ
し，車両単独事故による交通死亡事故や，車両相
互事故の出会い頭及び正面衝突による交通死亡事
故の割合を高くしているほか，ハンドル操作の誤
りや，ブレーキとアクセルの踏み間違いといった

運転操作自体に要因がある交通死亡事故の割合を
高くしている可能性が考えられる。
このため，加齢に伴う身体機能や認知機能の低

下を踏まえた高齢運転者対策の強化や教育の充
実，高齢運転者の交通事故防止に資する先進安全
技術の開発や普及促進，安全に運転できる道路交
通環境の整備，運転に不安を覚える高齢者への支
援，自らの運転によらなくても安心して移動でき
る手段の確保等に取り組んでいく必要がある。

特集 - 第 38図 高速道路での逆走に起因する交通死亡事故の発生状況（年齢層別，平成25年～令和５年の合計）

22件22件
45.8%45.8%

5件5件
10.4%10.4%

4件4件
8.3%8.3%

8件8件
16.7%16.7%

4件4件
8.3%8.3%

5件5件
10.4%10.4%

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

注　１　警察庁資料による。
　　２　第 1当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
　　３　構成割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とならない。
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